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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年3月7日(2013.3.7)

【公表番号】特表2011-511103(P2011-511103A)
【公表日】平成23年4月7日(2011.4.7)
【年通号数】公開・登録公報2011-014
【出願番号】特願2010-542339(P2010-542339)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/053    (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   7/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/785    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/05     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/155    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/085    (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  31/16     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  47/44     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  33/04     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  61/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ 101/02    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/053   　　　　
   Ｃ０８Ｊ   7/04    ＣＥＳＵ
   Ａ６１Ｋ   9/08    　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/06    　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/785   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/05    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/14    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/155   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/085   　　　　
   Ａ０１Ｎ  31/16    　　　　
   Ａ０１Ｎ  47/44    　　　　
   Ａ０１Ｎ  33/04    　　　　
   Ａ０１Ｎ  61/00    　　　Ｄ
   Ａ０１Ｐ   3/00    　　　　
   Ａ０１Ｎ  25/10    　　　　

【手続補正書】
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【提出日】平成23年12月22日(2011.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　抗菌製品を作製する方法であって、この方法は、基本的に、
　（ｉ）組成物を調製する工程であって、前記組成物は、（１）基本的にアセトン、メチ
ルエチルケトン、テトラヒドロフラン、エチルアセテート、エーテル、エステル、ベンゼ
ン、トルエン、カーボネート、炭化水素、塩素化炭化水素、アルコール、グリコール、ま
たはそれらの混合物からなる溶媒と、（２）抗菌ポリマーとを含み、前記抗菌ポリマーは
、（ａ）ポリウレタンポリマー、または（ｂ）アリル若しくはビニル含有モノマーを有す
るポリマーであり、前記ポリウレタンポリマー、または前記アリル若しくはビニル含有モ
ノマーを有するポリマーは、さらに、前記ポリマーの前記分子構造に共有結合したモノマ
ー部分を有し、前記モノマー部分は少なくとも１つの第四級アンモニウム基を有し、前記
第四級アンモニウム基の少なくとも１つの窒素は、前記ポリマー（ａ）または前記ポリマ
ー（ｂ）の主鎖に存在するものであり、前記抗菌ポリマーは前記溶媒中に易溶性であるが
水に不溶性であり、前記溶媒は前記抗菌ポリマーを基質と結合させるための担体として機
能するものであり、且つ前記抗菌活性は抗菌性金属材料によっては提供されないものであ
る、前記調製する工程と、
　（ｉｉ）前記組成物を前記基質に塗布する工程であって、前記組成物は前記基質内に全
体的に、若しくは部分的に、注入され、吸収され、穿通され、含浸され、コーティングさ
れ、接着され、結合され、浸透され、或いは組み込まれるものである、前記塗布する工程
と、
　（ｉｉｉ）製品内に前記基質を組み込む工程であって、これにより前記製品に抗菌活性
を与えるものである、前記組み込む工程と、
　を有するものである、方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法であって、前記方法は、さらに、
　工程（ｉｉｉ）より前に前記溶媒を除去するために前記基質を乾燥させる工程であって
、これにより前記抗菌ポリマーは前記基質に耐久性のある抗菌活性を与えるものであり、
及び、これにより前記抗菌ポリマーは液体に曝露しても前記抗菌製品上または前記抗菌製
品内に残留するものである、前記乾燥させる工程を有するものである、方法。
【請求項３】
　請求項１記載の方法において、前記モノマー部分の前記少なくとも１つの第四級アンモ
ニウム基は、前記ポリウレタンポリマーまたは前記アリル若しくはビニル含有モノマーを
有するポリマーの主鎖に存在するものである。
【請求項４】
　請求項１記載の方法において、前記溶媒は、グリセロール、エチレングリコール、プロ
ピレングリコール、ブチレングリコール、ペンタングリコール、それらの異性体および誘
導体から成る群から選択される１つ若しくはそれ以上のグリコールから実質的に成るもの
である。
【請求項５】
　請求項１記載の方法において、前記溶媒は、少なくとも１つのグリコールと少なくとも
１つのアルコールとを含む混合物から基本的になり、前記アルコールは、メタノール、エ
タノール、およびイソプロパノールから成る群から選択されるものである。
【請求項６】
　請求項１記載の方法において、前記アリル若しくはビニル含有モノマー部分は、ビニル
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ベンジルトリメチルアンモニウム塩またはジアリルアルキルアンモニウム塩である。
【請求項７】
　請求項１記載の方法であって、工程（ｉ）に挙げられた前記組成物は、さらに、
　（３）紫外線硬化型コーティング組成物を有するものである。
【請求項８】
　請求項１記載の方法であって、工程（ｉ）の前記組成物は、さらに、
　薬物、抗菌剤、防腐剤、増粘剤、保湿剤、皮膚軟化剤、ビタミン、一時的色素、持続的
色素、および紫外線吸収剤から成る群から選択される少なくとも１つの添加剤を含むもの
であり、これにより前記抗菌製品は前記組成物の組み込みによって得られる付加的な特徴
を有するものである。
【請求項９】
　請求項８記載の方法において、前記添加剤は、第四級アンモニウム塩、ビグアニド、お
よびフェノール化合物から成る群から選択される浸出抗菌剤である。
【請求項１０】
　請求項９記載の方法において、前記浸出抗菌剤は、塩化ベンザルコニウム、塩化ベンゼ
トニウム、ジメチルジデシルアンモニウムクロライド、クロルヘキシジン、ポリ（ヘキサ
メチレンビグアニド）、フェノール、トリクロサン及びそれらの混合物から成る群から選
択されるものである。
【請求項１１】
　請求項８記載の方法において、前記添加剤は、グリセロール、エチレングリコール、プ
ロピレングリコール、ブチレングリコール、ペンタングリコール、ジプロピレングリコー
ル、ポリプロピレングリコール、ポリエチレングリコール、鉱油、脂肪アルコール、ラノ
リン、シリコン、イソプロピルパルミテート、スクアラン、グリセリン、それらの異性体
若しくは誘導体、および上記のいずれかの混合物から成る群から選択される皮膚軟化剤で
ある。
【請求項１２】
　請求項１記載の方法において、前記抗菌製品は、前記抗菌ポリマーを有する縫合糸、創
傷ドレッシング、フィルム、繊維、ゲル、フォーム、接着剤、シーラント、コーク、チュ
ーブ、シート、ロッド、コーティング、粉末、化粧品調製物、布地、木材及び紙からなる
群から選択されるものである。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか１つに記載の工程（ｉ）の方法により調製される組成物。
【請求項１４】
　請求項１～１２のいずれか１つに記載の方法により調製される抗菌製品。
【請求項１５】
　請求項１４記載の抗菌製品において、前記抗菌製品は、担体持続性検査（ＣＰＴ試験法
）を用いると、黄色ブドウ球菌または緑膿菌の少なくとも３対数減少を生じさせるもので
ある。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
　【０００９】
　Ｃａｕｓｔｏｎら（米国特許第５，８６９，６００号明細書）は、制汗剤として利用さ
れる膜形成ポリマーとして使用するための、ある濃度の第四級アンモニウム基を含有する
水不溶性、アルコール可溶性コポリマーの使用について開示している。
　他のアプローチは、反応性シランをベースとする第四級アンモニウム化合物をシロキサ
ン結合によって特定基質に結合させる方法を利用してきた。例えば、ＡＥＧＩＳ　Ｅｎｖ
ｉｒｏｎｍｅｎｔ社の製品ラインには、３－（トリメトキシシリル）プロピルジメチルオ
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クタデシルアンモニウムクロライドのポリマーを利用する製品が含まれており、一般には
アルコールをベースとする溶液を用いて塗布される。製品に関する文献によれば、ＡＥＭ
５７００は４３％の３－（トリメトキシシリル）プロピルジメチルオクタデシルアンモニ
ウムクロライドのメタノール溶液であり、布地および他の物体表面をコーティングするた
めに利用することができる。この方法は、第四級アンモニウム抗菌化合物と処理される表
面との間に永続的な共有結合の形成を生じさせる。そこで、アルコールをベースとする溶
媒を用いた場合でさえ、塗布された抗菌剤の除去はほぼ不可能である。さらに、反応性ト
リメチルシリル化合物は毒性であり、皮膚上への使用には適していない。
　Ｓａｗａｎ（米国特許第６２６４９３６号明細書）は、接触した微生物を殺滅する抗菌
コーティングまたは層を基質表面上に形成するために使用できる抗菌物質について記載し
ている。文献内で「非浸出性」であると特徴付けられた抗菌コーティングまたは層は、殺
生性金属物質をマトリックスと結合させるように基質表面上に固定化された有機マトリッ
クスの組み合わせである。微生物がコーティングまたは層に接触すると、殺菌性金属物質
が殺菌に十分な量で微生物の方に移動する。詳細には、使用される金属系殺菌剤は銀であ
る。この方法は「非浸出性」コーティングを提供することを目的としているが、殺菌性金
属物質が微生物の方に「移動する」という単なる事実は非浸出性の一般的定義とは反対で
ある。さらに銀および銀塩は非常に溶解度が低いが、抗菌活性のメカニズムは銀イオン溶
液の限定された濃度に依存することは知られている。実際に、Ｓａｗａｎは後に（第３段
落、第９行）、上記の記述を「実質的に低い浸出物」と読めるように修飾している。Ｓａ
ｗａｎの特許の好ましい実施形態によると、有機物質はポリヘキサメチレンビグアニドポ
リマーを有し、これがＮ，Ｎ－ビスメチレンジグリシジルアニリンなどのエポキシドと架
橋し、架橋ネットワークまたはマトリックスを形成する。この架橋工程は、マトリックス
の溶解を防ぐために必要である。Ｓａｗａｎが記載している物質は、一般的に８０～１２
０℃の範囲の硬化工程を必要とし、多くの基質には、特にヒトの皮膚には適さない。さら
に、好ましい有機マトリックスポリマー（ポリヘキサメチレンビグアニド）は、高濃度で
はヒト細胞に毒性を持つことが知られている（米国特許第６，３６９，２８９Ｂ１号明細
書を参照）。抗菌剤として銀を使用することもまた、望ましくない作用を招く。このアプ
ローチの１つの不利点は、銀に耐性のある特定の細菌が発達できたことである（Ｓｉｌｖ
ｅｒ　Ｓ．，「Ｂａｃｔｅｒｉａｌ　ｓｉｌｖｅｒ　ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ：ｍｏｌｅｃ
ｕｌａｒ　ｂｉｏｌｏｇｙ　ａｎｄ　ｕｓｅｓ　ａｎｄ　ｍｉｓｕｓｅｓ　ｏｆ　ｓｉｌ
ｖｅｒ　ｃｏｍｐｏｕｎｄｓ．「ＦＥＭＳ　Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｙ　Ｒｅｖｉｅｗｓ
，２００３；２７：３４１－３５３）。このアプローチのもう１つの不利点は、拡散した
銀が創傷に入って皮膚に染みを作る可能性がある点である。さらに銀の追加の不利点は、
原料費が高いことである。同様のアプローチは、米国特許第６，１８０，５８４号明細書
、第６，１２６，９３１号明細書、第６，０３０６３２号明細書、第５，８６９，０７３
号明細書、第５，８４９，３１１号明細書、および第５，８１７，３２５号明細書におい
て報告されている。
【先行技術文献】
　特許文献
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
　【００１０】
　　【特許文献１】　　米国特許第４，７８９，７２０号
　　【特許文献２】　　米国特許第４，８４６，１６５号
　　【特許文献３】　　米国特許第５，０８４，０９６号
　　【特許文献４】　　米国特許第５，５９７，５６１号
　　【特許文献５】　　米国特許第５，７７６，４３０号
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　　【特許文献６】　　米国特許第５，８１７，３２５号
　　【特許文献７】　　米国特許第５，８４９，３１１号
　　【特許文献８】　　米国特許第５，８６９，０７３号
　　【特許文献９】　　米国特許第５，８６９，６００号
　　【特許文献１０】　　米国特許第５，９０６，８０８号
　　【特許文献１１】　　米国特許第５，９１６，５６８号
　　【特許文献１２】　　米国特許第６，０１５，８１６号
　　【特許文献１３】　　米国特許第６，０３０，６３２号
　　【特許文献１４】　　米国特許第６，１２６，９３１号
　　【特許文献１５】　　米国特許第６，１７７，５２３号
　　【特許文献１６】　　米国特許第６，１８０，５８４号
　　【特許文献１７】　　米国特許第６，１９４，５３０号
　　【特許文献１８】　　米国特許第６，２１７，８８７号
　　【特許文献１９】　　米国特許第６，２６４，９３６号
　　【特許文献２０】　　米国特許第６，３６９，２８９号
　　【特許文献２１】　　米国特許第６，４４１，０４５号
　　【特許文献２２】　　米国特許第６，４８２，４０２号
　　【特許文献２３】　　米国特許第６，６２７，２０７号
　　【特許文献２４】　　米国特許出願公開第２００２／０１７７８２８号
　　【特許文献２５】　　米国特許出願公開第２００６／００５１３８５号
　　【特許文献２６】　　米国特許出願公開第２００９／００４２８７０号
　　【特許文献２７】　　国際公開第２００６／０９７７５８号
　　【特許文献２８】　　国際公開第２００７／０２４９７３号
　　【特許文献２９】　　特開２００６－２１３７０８号
　【非特許文献】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
　【００１１】
　　【非特許文献１】　ＳＩＬＶＥＲ，　Ｓ．，　"Ｂａｃｔｅｒｉｌａ　ｓｉｌｖｅｒ
　ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ：　ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　ｂｉｏｌｏｇｙ　ａｎｄ　ｕｓｅｓ　
ａｎｄ　ｍｉｓｕｓｅｓ　ｏｆ　ｓｉｌｖｅｒ　ｃｏｍｐｏｕｎｄｓ．"　ＦＥＭＳ　Ｍ
ｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｙ　Ｒｅｖｉｅｗｓ，　２００３；　２７：３４１－３５３．
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】


	header
	written-amendment

